
昭
和
二
十
四
年
十
月
に
入
っ
た
あ
る
日
、
数
人
が
呼
ば
れ
て

「
移
動
す
る
か
ら
支
度
せ
よ
」
と
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
、
集

結
地
か
ら
貨
車
で
ナ
ホ
ト
カ
に
送
ら
れ
た
。
ナ
ホ
ト
カ
の
幕
舎

で
は
毎
日
共
産
主
義
万
歳
の
教
育
洗
脳
を
受
け
た
。
「
日
本
に

帰
国
し
た
ら
、
日
本
共
産
党
と
共
に
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
戦

え
」
と
檄
を
受
け
、
全
員
で
拳
を
挙
げ
て
「
エ
イ
エ
イ
ォ
ー
」

と
応
じ
た
。

引
揚
船
高
砂
丸
に
乗
船
す
る
名
簿
の
読
み
上
げ
を
す
る
ソ
連

将
校
が
、
片
言
交
じ
り
の
日
本
語
で
番
号
と
氏
名
を
読
み
進
む

中
、
ア
、
イ
、
ウ
…
…
と
頭
文
字
順
に
呼
び
進
ん
で
、
呼
び
残

さ
れ
た
同
僚
の
寂
し
げ
な
顔
を
残
し
て
乗
船
す
る
。
天
に
も
昇

る
心
持
ち
な
り
。

舞
鶴
港
に
上
陸
し
て
復
員
手
続
き
を
済
ま
せ
た
が
、
ち
ょ
う

ど
舞
鶴
に
郷
土
出
身
の
古
久
保
恵
美
さ
ん
が
日
赤
の
従
軍
看
護

婦
で
勤
め
て
お
ら
れ
て
、
面
会
に
来
て
く
れ
た
の
は
非
常
に
嬉

し
か
っ
た
。
観
音
菩
薩
を
拝
む
気
持
ち
だ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日
に
長
兄
が
南
部
駅
ま
で
出

迎
え
て
く
れ
て
、
五
年
ぶ
り
に
母
の
懐
に
帰
れ
た
。
帰
郷
後
は

若
い
頃
習
っ
た
大
工
職
人
と
し
て
働
く
一
方
で
、
自
家
食
糧
確

保
の
農
業
を
兼
ね
て
五
十
年
経
と
う
と
し
て
い
る
。

い
つ
思
い
出
し
て
も
収
容
所
で
の
前
職
者
い
じ
め
の
苦
難
は

忘
れ
得
ず
、
腹
立
た
し
い
限
り
だ
。
今
日
で
も
憎
し
み
は
消
え

な
い
。
私
の
抑
留
期
間
を
通
じ
て
皆
が
一
番
嫌
う
清
掃
作
業
が

一
番
楽
し
か
っ
た
思
い
出
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
幸
せ

と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

鳴
呼
、
青
春
の
五
年
間
、
お
国
に
奉
公
す
る
覚
悟
だ
っ
た

が
、
酷
い
青
春
物
語
と
な
っ
た
。
凍
死
を
免
れ
た
の
が
せ
め
て

も
の
慰
め
だ
っ
た
。
も
う
戦
争
を
し
て
は
い
か
ん
と
子
孫
に
強

く
申
し
付
け
る
。

満
州
、
シ
ベ
リ
ア
、
そ
し
て
故
郷
へ
　 

島
根
県
　
福
本
富
清
　 

大
正
八
年
十
月
、
島
根
県
木
次
町
に
生
ま
れ
る
。
家
族
は
祖

母
、
父
、
母
、
私
の
四
人
だ
っ
た
。
祖
母
は
八
十
歳
を
越
す
長

命
で
、
当
時
恩
賜
木
盃
を
頂
い
た
。
私
が
小
五
の
と
き
八
十
四

歳
の
高
齢
で
亡
く
な
っ
た
。



父
四
十
歳
、
母
二
十
五
歳
で
四
十
二
の
二
っ
子
と
か
で
、
捨

て
子
の
風
習
が
あ
り
、
生
ま
れ
て
間
も
な
く
産
着
に
包
み
道
の

四
つ
角
へ
置
い
て
帰
り
、
隣
家
の
人
が
拾
っ
て
帰
る
と
の
こ

と
。
父
母
の
年
齢
差
の
ゆ
え
ん
は
、
母
が
後
妻
で
隣
村
か
ら
嫁

い
で
来
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

昭
和
九
年
三
月
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
地
元
の
旅
館

料
理
営
業
の
店
へ
住
み
込
み
見
習
い
の
修
行
に
入
っ
た
。
父
は

魚
の
行
商
、
母
は
少
し
ば
か
り
の
野
菜
畑
の
耕
作
と
近
所
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
が
、
二
人
目
の
子
供
を
生
ん
で
か
ら
（
死

産
）
体
が
不
調
と
な
っ
た
。
私
が
住
み
込
み
見
習
い
を
始
め
た

こ
ろ
か
ら
時
々
病
に
臥
し
て
い
た
が
、
四
十
二
歳
の
若
さ
で
こ

の
世
を
去
っ
た
。
こ
れ
か
ら
幾
分
で
も
親
孝
行
が
出
来
る
と
思

っ
て
い
た
だ
け
に
残
念
だ
っ
た
。

料
理
人
と
し
て
腕
を
磨
く
に
は
大
阪
へ
出
よ
う
と
心
に
決
め

て
い
た
が
、
親
一
人
子
一
人
と
な
り
故
郷
を
離
れ
が
た
く
な
っ

た
。
そ
の
う
ち
に
戦
時
色
が
だ
ん
だ
ん
と
濃
く
な
り
、
青
年
学

校
の
軍
事
訓
練
が
活
発
に
な
り
、
特
に
防
空
訓
練
が
多
く
な

り
、
小
高
い
山
の
上
に
監
視
■
が
設
置
さ
れ
、
生
徒
の
我
々
に

も
交
代
で
勤
務
が
割
り
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
料
理
業
も
徐
々
に
食
材
が
品
薄
に
な
り
、
歌
舞
音
曲

も
禁
止
、
い
よ
い
よ
営
業
の
継
続
が
出
来
か
ね
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

昭
和
十
四
年
徴
集
の
私
も
甲
種
合
格
、
例
年
な
ら
ば
翌
年
一

月
十
日
入
営
が
一
カ
月
繰
り
上
げ
入
隊
と
な
り
、
そ
の
年
の
十

二
月
十
日
、
松
江
歩
兵
第
六
十
三
連
隊
へ
現
役
兵
と
し
て
入
隊

し
た
。
初
年
兵
教
育
を
受
け
た
翌
十
五
年
八
月
、
満
州
駐
屯
の

た
め
連
隊
を
あ
げ
て
移
動
命
令
に
よ
り
宇
品
港
を
出
港
し
て
北

朝
鮮
羅
津
に
上
陸
、
列
車
で
北
満
佳
木
斯
に
着
き
、
さ
ら
に
船

に
乗
り
換
え
、
松
花
江
を
下
り
、
黒
龍
江
と
の
合
流
地
点
よ
り

北
西
に
向
か
っ
た
。
二
日
間
く
ら
い
で
目
的
地
羅
北
に
到
着
し

た
。
河
岸
に
位
置
し
た
街
で
下
船
、
当
時
一
個
大
隊
の
兵
員
で

二
百
五
十
人
く
ら
い
と
思
う
が
、
国
境
守
備
の
任
に
就
い
た
。

到
着
後
は
対
岸
監
視
（
高
い
望
楼
上
よ
り
）

、
ま
た
演
習
は
兵

舎
よ
り
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
後
方
で
や
っ
て
い
た
。
十
一

月
頃
に
な
り
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
後
方
の
連
隊
本
部
の

あ
る
鶴
立
鎮
へ
転
属
を
命
ぜ
ら
れ
、
こ
こ
で
大
隊
副
官
の
当
番

兵
兼
事
務
室
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

翌
十
六
年
四
月
頃
と
思
う
が
、
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い



北
方
の
鶴
岡
炭
礦
の
あ
る
興
山
鎮
へ
移
動
し
た
。
興
山
鎮
は
当

時
満
州
の
五
大
炭
鉱
の
一
つ
で
、
素
晴
ら
し
い
良
質
炭
が
月
産

数
万
ト
ン
産
出
し
た
と
い
う
。

従
業
員
も
日
本
人
千
五
百
人
（
家
族
含
む
）
、
朝
鮮
人
、
満

人
、
白
系
ロ
シ
ア
人
、
合
わ
せ
て
二
万
人
く
ら
い
従
事
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
た
。
街
は
炭
鉱
街
（
炭
鉱
従
事
者
）
、
満
人
街

（
一
部
日
本
人
、
朝
鮮
人
も
い
た
）
に
二
分
さ
れ
て
い
た
。

駐
屯
部
隊
の
兵
舎
は
満
人
街
の
さ
ら
に
北
東
三
キ
ロ
く
ら
い

の
地
点
に
新
し
く
建
設
さ
れ
た
。
赤
■
瓦
造
り
の
兵
舎
が
な
だ

ら
か
な
傾
斜
地
に
、
一
千
人
く
ら
い
収
容
可
能
な
兵
舎
で
、
連

隊
本
部
、
大
隊
、
中
隊
と
独
立
し
た
建
物
、
衛
兵
所
、
■
舎
も

完
備
さ
れ
て
い
た
。
将
校
や
営
外
下
士
官
も
内
地
と
同
じ
仕
組

み
で
、
一
キ
ロ
く
ら
い
離
れ
た
官
舎
で
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
当
時
関
特
演
で
内
地
か
ら
召
集
さ
れ

た
予
備
役
の
兵
員
で
、
我
々
の
三
年
兵
に
あ
た
る
連
中
や
輜
重

兵
が
特
に
多
か
っ
た
。

私
は
間
も
な
く
大
隊
長
当
番
を
命
ぜ
ら
れ
、
炭
鉱
街
の
あ
る

満
炭
兵
舎
の
一
部
で
あ
っ
た
大
隊
長
官
舎
に
移
っ
た
。

炭
鉱
宿
舎
街
は
一
条
通
り
か
ら
九
条
通
り
ま
で
、
定
規
で
線

を
引
い
た
よ
う
に
道
も
宿
舎
も
整
然
と
整
備
さ
れ
て
い
た
。
立

派
な
本
部
社
屋
と
日
本
人
学
校
、
郵
便
局
、
神
社
、
水
道
施

設
、
発
電
所
、
専
用
鉄
道
、
病
院
、
配
給
所
、
独
身
寮
等
、
一

通
り
完
備
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
大
隊
長
官
舎
が
あ
り
、
大

隊
長
の
身
の
回
り
の
世
話
や
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
出
し
、
食
事

の
準
備
、
風
呂
沸
か
し
な
ど
こ
な
す
雑
事
の
多
い
毎
日
だ
っ

た
。
ま
た
、
時
々
大
隊
付
の
将
校
を
呼
ん
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催

す
と
き
は
得
意
の
料
理
作
り
で
好
評
を
得
た
。
約
半
年
間
交
代

な
し
の
勤
務
で
あ
っ
た
。

当
時
そ
の
炭
鉱
街
に
炭
鉱
会
館
が
建
設
中
で
、
宿
泊
施
設
や

大
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
食
堂
と
か
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
と
し
て
利
用

さ
れ
る
ほ
か
時
に
は
映
画
、
演
芸
な
ど
多
目
的
に
使
用
す
る
設

備
だ
っ
た
。

原
隊
で
は
我
々
十
四
年
徴
集
兵
に
除
隊
が
あ
る
と
い
う
■
が

流
れ
て
い
た
。
も
し
除
隊
が
実
現
す
れ
ば
こ
の
新
し
い
炭
鉱
会

館
が
私
の
職
場
に
ピ
ッ
タ
リ
と
考
え
た
。
し
か
し
現
地
除
隊
は

親
の
承
諾
書
が
必
要
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
親
元
へ
書
類
を
送
り

承
諾
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

昭
和
十
八
年
三
月
現
地
除
隊
が
実
現
し
、
鶴
岡
炭
礦
株
式
会



社
へ
入
社
出
来
た
。
入
社
し
た
職
場
は
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら

い
の
建
設
が
進
み
、
完
成
ま
で
二
、
三
カ
月
を
要
す
る
と
の
こ

と
で
、
そ
の
間
労
務
課
の
応
援
で
奉
天
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

用
務
は
中
支
方
面
で
募
集
し
た
工
人
（
苦
力
）
の
輸
送
警
備

で
、
山
海
関
―
奉
天
―
哈
爾
浜
―
佳
木
斯
―
本
社
ま
で
の
道
程

で
あ
る
。
私
は
奉
天
―
哈
爾
浜
間
の
護
送
任
務
で
、
一
カ
月
の

出
張
期
間
に
三
回
く
ら
い
繰
り
返
し
従
事
し
た
。
任
務
を
終
え

て
帰
社
す
る
と
、
係
長
よ
り
職
場
変
更
の
勧
め
を
受
け
た
。

「
君
は
料
理
職
よ
り
事
務
的
能
力
を
生
か
し
た
方
が
将
来
す
べ

て
の
待
遇
が
好
条
件
と
な
る
」
と
の
こ
と
で
、
迷
っ
た
あ
げ
く

後
者
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
。

一
方
、
南
方
戦
線
で
は
戦
況
は
益
々
拡
大
し
て
、
周
囲
の
先

輩
や
同
僚
が
召
集
さ
れ
作
業
量
が
多
く
な
る
一
方
だ
っ
た
。

現
地
除
隊
入
社
し
た
者
に
は
一
カ
年
経
過
す
る
と
一
カ
月
間

の
有
給
休
暇
で
故
郷
へ
里
帰
り
の
恩
典
が
あ
り
、
こ
れ
を
利
用

し
て
昭
和
十
九
年
九
月
、
懐
か
し
の
故
郷
へ
、
父
親
、
親
戚
、

友
人
、
近
所
の
人
々
に
も
五
年
ぶ
り
に
会
う
こ
と
が
出
来
た
。

十
月
上
旬
再
び
満
州
へ
。
内
地
で
は
物
資
不
足
で
生
活
は
決

し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
比
べ
満
州
は
ま
だ
ま
だ
物

資
が
豊
富
で
、
酒
、
煙
草
、
砂
糖
も
配
給
制
度
な
が
ら
十
分
あ

っ
た
。

昭
和
二
十
年
に
入
る
と
、
事
務
職
の
我
々
に
も
、
石
炭
増
産

の
た
め
坑
内
作
業
が
週
二
回
義
務
付
け
ら
れ
た
。
入
坑
初
体
験

も
出
来
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
二
十
日
、
召
集
令
状
が
舞
い
込
み
哈
爾
浜

混
成
旅
団
へ
入
隊
。
在
満
の
在
郷
軍
人
が
ほ
と
ん
ど
召
集
さ
れ

た
の
か
、
中
隊
長
も
年
輩
の
中
尉
、
兵
は
四
十
歳
前
後
の
難
聴

者
や
眼
や
脚
の
不
自
由
な
者
も
い
た
。
私
は
召
集
と
同
時
に
事

務
室
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
事
務
室
は
普
通
准
士
官
が
仕
切
る

の
に
、
軍
曹
の
階
級
で
二
人
の
年
輩
者
だ
っ
た
。
被
服
は
新
品

の
夏
服
が
支
給
さ
れ
た
が
、
兵
器
類
の
支
給
な
し
で
、
三
日
く

ら
い
経
っ
て
か
ら
五
人
に
一
丁
の
小
銃
が
支
給
さ
れ
た
が
、
中

国
製
や
ソ
連
製
で
一
昔
以
前
の
代
物
で
、
分
捕
り
品
で
あ
る
と

思
っ
た
。
弾
丸
も
無
し
、
帯
剣
に
至
っ
て
は
延
鉄
を
グ
ラ
イ
ン

ダ
ー
で
削
り
剣
の
格
好
で
あ
る
が
、
■
は
堅
木
板
を
二
枚
合
わ

せ
麻
紐
で
三
カ
所
く
ら
い
結
ん
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
兵
器
や

兵
員
で
は
戦
闘
で
き
る
状
況
で
な
い
と
つ
く
づ
く
当
時
を
思
い

出
す
。



部
隊
編
成
名
簿
を
作
成
中
、
八
月
九
日
朝
方
、
ソ
連
機
の
空

爆
あ
り
。
兵
器
類
の
支
給
の
な
い
ま
ま
市
街
地
に
出
動
し
て
、

戦
車
壕
掘
り
作
業
に
取
り
か
か
る
。
敵
戦
車
の
進
入
阻
止
の
目

的
で
主
要
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
円
匙
と
ツ
ル
ハ
シ
で
徹
夜

で
寸
断
す
る
作
戦
。
ま
た
小
学
校
の
校
庭
の
隅
へ
タ
コ
つ
ぼ
穴

掘
り
作
業
を
続
け
た
。
兵
舎
へ
は
帰
隊
せ
ず
、
市
街
地
の
松
浦

硝
子
店
（
日
本
人
経
営
）
を
中
隊
本
部
と
し
て
、
近
く
に
は
花

園
小
学
校
の
日
本
人
学
校
や
満
鉄
職
員
宿
舎
の
あ
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
。
八
月
十
五
日
の
玉
音
放
送
に
よ
り
終
戦
と
な

る
。哈

爾
浜
の
部
隊
兵
舎
前
に
お
い
て
お
粗
末
な
兵
器
類
を
練
兵

場
の
一
角
に
山
積
み
し
て
一
路
駅
方
向
へ
。
こ
の
と
き
、
現
地

召
集
さ
れ
た
者
、
開
拓
団
、
在
満
商
社
社
員
、
満
鉄
関
係
等
、

帰
宅
希
望
者
は
帰
宅
し
て
も
よ
い
と
上
部
よ
り
命
令
が
あ
っ
た

が
、
お
互
い
生
死
を
共
に
す
べ
く
、
内
地
送
還
を
期
待
し
て
、

ほ
と
ん
ど
の
者
が
団
結
行
動
を
共
に
し
た
。
鉄
道
線
路
に
従
い

牡
丹
江
の
近
く
の
海
林
ま
で
徒
歩
行
軍
が
始
ま
っ
た
。
缶
詰
、

甘
味
品
、
毛
布
類
を
持
て
る
だ
け
携
行
し
た
も
の
の
、
暑
さ
と

過
労
の
た
め
体
力
も
気
力
も
な
く
な
り
途
中
で
捨
て
る
ほ
か
な

か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
あ
の
と
き
毎
日
の
よ
う
に
雨
降
り
が
続

い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
三
日
四
日
く
ら
い
で
海
林
到

着
。
し
か
し
途
中
の
横
道
河
子
、
海
林
等
は
戦
闘
激
し
く
戦
死

し
た
兵
や
将
校
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
た
が
、
敗
残
兵
の
我
々
は

ソ
連
兵
の
監
視
下
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
は
約
二
週
間
く
ら
い
待
機
さ
せ
ら
れ
た
が
、
携
行
し

た
糧
秣
も
な
く
な
り
、
付
近
の
畑
へ
出
掛
け
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

野
菜
も
の
な
ど
を
と
っ
て
帰
り
食
し
た
。

い
よ
い
よ
東
京
ダ
モ
イ
で
、
千
五
百
人
ぐ
ら
い
の
梯
団
編
成

で
二
段
式
有
蓋
車
に
詰
め
込
ま
れ
て
綏
芬
河
経
由
ソ
連
領
に
入

り
、
イ
ズ
ベ
ス
ト
コ
ー
ワ
ヤ
の
収
容
所
へ
入
り
、
鉄
条
網
に
囲

ま
れ
た
丸
太
造
り
の
比
較
的
し
っ
か
り
し
た
建
物
だ
っ
た
が
、

電
気
な
し
窓
ガ
ラ
ス
な
し
の
収
容
所
で
十
日
ぐ
ら
い
過
ご
し
奥

地
へ
移
動
。
収
容
所
は
点
々
と
何
カ
所
も
移
動
し
た
が
、
作
業

は
伐
採
作
業
が
主
で
、
石
割
り
作
業
、
貨
車
積
み
、
ト
ラ
ッ
ク

へ
木
材
積
み
込
み
作
業
。
食
べ
物
は
ど
こ
も
同
じ
で
い
つ
も
空

腹
を
抱
え
な
が
ら
飢
え
と
寒
さ
に
耐
え
て
丸
二
年
間
の
抑
留
生

活
を
送
り
、
骨
に
皮
が
つ
い
て
い
る
状
態
と
言
っ
た
方
が
よ
い

か
も
し
れ
な
か
っ
た
。



昭
和
二
十
二
年
八
月
、
舞
鶴
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

島
根
県
　
小
池
繁
徳
　 

大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日
、
島
根
県
大
原
郡
木
次
町
で

出
生
。
寺
領
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
卒
業
。
家
業
の
農
業
に

従
事
す
る
。

昭
和
十
八
年
頃
よ
り
戦
況
が
だ
ん
だ
ん
と
不
利
と
な
り
、
徴

兵
年
令
が
繰
り
上
げ
と
な
り
、
昭
和
十
九
年
五
月
、
徴
兵
検
査

受
検
、
甲
種
合
格
と
な
り
、
同
年
の
秋
、
現
役
証
書
到
着
。

昭
和
二
十
年
二
月
、
福
岡
市
博
多
東
公
園
へ
集
合
せ
よ
と
記
入

さ
れ
て
い
た
。
兵
科
は
野
戦
重
砲
兵
で
、
部
隊
は
満
州
第
九
三

八
部
隊
（
野
戦
重
砲
兵
二
〇
連
隊
）
と
な
っ
て
い
た
。
福
岡
市

で
三
日
間
く
ら
い
身
体
検
査
等
の
た
め
滞
在
。
満
州
と
い
う
寒

い
と
こ
ろ
へ
向
か
う
た
め
か
衣
服
は
す
べ
て
一
装
品
が
支
給
さ

れ
た
。

博
多
港
よ
り
軍
用
船
で
釜
山
へ
上
陸
。
乗
船
中
は
交
代
で
敵

潜
水
艦
の
見
張
り
を
さ
せ
ら
れ
た
。
釜
山
よ
り
軍
用
列
車
で
満

州
へ
。
目
的
地
の
部
隊
ま
で
幾
日
か
か
っ
た
か
忘
れ
た
が
、
途

中
列
車
は
鎧
戸
が
お
ろ
さ
れ
て
外
の
景
色
を
眺
め
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
た
。
駐
屯
地
部
隊
は
東
安
省
斐
徳
と
い
う
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。

野
戦
重
砲
兵
二
〇
連
隊
の
編
成
装
備
等
は
次
の
通
り
。

昭
和
十
四
年
十
二
月
編
成
。
九
六
式
十
五
セ
ン
チ
榴
弾
砲
一

個
中
隊
四
門
保
有
で
、
完
全
編
成
六
個
中
隊
。
牽
引
す
る
機
動

力
と
し
て
全
装
軌
式
の
九
四
式
六
ト
ン
牽
引
車
が
各
中
隊
ご
と

に
火
砲
用
四
両
、
弾
薬
車
用
四
両
、
計
八
両
が
配
備
さ
れ
て
い

た
。さ

ら
に
機
械
化
重
砲
兵
の
特
質
を
最
大
限
に
発
揮
せ
ん
が
た

め
、
各
中
隊
の
編
成
下
に
次
の
車
両
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。

指
揮
車
　
中
隊
長
、
中
隊
附
属
機
関
（
命
令
連
絡
）
用
と
し

て
一
両
。

観
測
車
　
指
揮
小
隊
長
、
観
測
掛
射
撃
諸
元
算
定
掛
用
と
し

て
一
両
。

小
型
車
　
戦
術
単
位
の
連
絡
、
命
令
受
領
者
用
と
し
て
一

両
。




